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竹内です、gallop 新聞のご利用大変嬉しく思います。 
 
一応突っ込んだ解説をこのＰＤＦでさせていただきますが 
基本的に予想配信でもデータ配信でもなく「新聞」ですので 
利用者様各自で好きなように利用されることとは思いますが 
内容が濃いので多分どうしていいか分らないということも考えられますので 
（私自信が最初そうでした 笑） 
じっくり解説をしていこうと思っております。 
 
 
まず新聞はＰＤＦ１ページに１レースありまして 
ページ最下部に各場毎の不出現表があるという形なので 
３場開催の日は４０ページぐらいあることがあります。 
カラー使っているので、印刷すると結構インクが消耗するのは切実な問題です

から、持ち運ぶ時以外は印刷しない方がいいと思います。 
 
これは冗談抜きで、インク代は結構高いですから 
その分を馬券に回す方が競馬ファン的には健全ですからね＾＾； 
 
 
では、次のページへどうぞ 
 
 



 
↑が１レース分のＰＤＦです（説明用なので５枠以降は省きました） 
 
事前に説明を読んでくださっていると思いますので 
基本的な部分は省略しますが、まず指数の部分をご覧ください。 
緑色のグラフになっている部分です。 
gallop 指数は０が一番良く、数が増える毎に信頼度が下がります。 
http://at-a-gallopx.net/gallop.html（私のサイト参照） 
 
この指数の注意点ですが、２００を超えているような馬というのは 
弱いからではなく、情報が足りないために測定不能という扱いです。 
ですから、ここを間違える人が以前から多いパターンで 
１番人気の馬が指数３００だと、これは飛ぶ！！と言って 
他の馬で大勝負して・・・私にクレームがくるということもありました。 
 
ですから、慎重に指数を使うのなら 
全頭が１５０以下で収まっているレースが安心ということになります。 
 



 
次に、買い目はコンピュータ買い目（競馬新聞で言うところの）ですから 
買い続けたら回収８０％前後の普通の買い目なので、オマケ的なものだと覚え

ておいてください。 
 
次、↑の１枠１番川田の横にＳとあります。 
これがテン乗りランクです、右の各種注目馬リストにも掲載されています。 
 
このランクの説明は私のサイトや infojust にありますが 
間違う点は、ランクＳで１８番人気だとして「これはキタ！！」ということで

はありません＾＾； 
もちろん通常の１８番人気よりは狙えますが、ランクＤの１倍の馬と 
ランクＳの８０倍の馬ならランクＤが勝つ確率が当然高いです。 
 
要は買い続けた時に、ランクＳは人気薄でも本命でも結果を出すわけですが 
それでも８０倍の時に、１倍の馬より勝率が良いということではありません。 
これはご注意ください。 
 



 
次に、コース成績や乗り代わり成績は見たままですが 
空欄の部分、これは過去の例が少ない時はデータが無いので空欄になります。 
 
通常過去２年半~３年のデータを毎週記載しておりますが 
最近は若手の良い騎手も増えて騎乗機会が増えてきている時期ですので 
乗り代わりデータがこれからできてくるパターンもありますからね。 
 
次に、右側の各種注目リストですが 
これは指数の上位から８位まで、単勝オッズ条件注目馬、テン乗りとＥＳと 
見落としが無いように一覧にしてあります。 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
次に、単勝オッズ条件注目馬ですね。 
これは前日から当日早朝にこの新聞を発行しているので 
どういうオッズになるか？は分りませんから、オッズ条件待ちの騎手を 
掲載しているということです。 
 
2.5～6.0 倍の騎手は、調教師と騎手の条件でこのオッズ内で 
結果を出す可能性が高目の場合です。 
2.5～4.0 倍は gallop 指数１位の時に、このオッズだと勝率が高い騎手です。 
 
実際使う時は１０分前オッズで確認して、該当しているなら買いの検討をする

感じになります。 
また、追い上げた場合ですが嵌ることは当然起こりはしますが 
０８の１月～５月１２日で一日通りで勝利０というのはありません。 
 
 
 



 
次にＥＳ馬ですね、多分テン乗りよりこれが気に入る人が多いと思います。 
上のレースでもフサイチアウステルが該当して１着、単勝１００倍。 
マヤノライジンが３着、ついでにテン乗りＳの川田で一六〇万馬券です（笑） 
 
このＥＳ馬は、説明でも書いているように競馬常識である 
「逃げたもの勝ち」という競馬の常識と、前へ行ける方が有利ということから 
逃げようと思えば逃げれる脚の馬、少なくとも競馬し易い状況でスタートを切

れる馬を、私があるものを使って出しております（その物自体は秘密ですが） 
 
恐らく使用者が気になっているＤ－AA とかＡ－ＤＤについてすが 
これも説明にあったように、最初の記号はこちらの事情で分類分けしているだ

けです。 
 
右の記号は１つなら２番人気以下が想定される、２つなら４番人気以下で 
的中率なら記号１つの方が上ですが、回収率なら遙かに２つの方が上です。 
 
 



ここで、ＥＸ馬の記号による過去３年の回収率を掲載しておきます。 
 
回収  的中 
118％ 9.2％  ES 馬 Ａ-Ａ 
105％ 8.7％  ES 馬 Ａ-Ｂ 
126％ 5.3％  ES 馬 Ａ-ＡＡ 
107％ 5.1％  ES 馬 Ａ-ＢＢ 
134％ 6.6％  ES 馬 Ｂ-Ａ 
112％ 7.0％  ES 馬 Ｂ-Ｂ 
160％ 6.3％  ES 馬 Ｂ-ＡＡ 
118％ 4.8％  ES 馬 Ｂ-ＢＢ 
122％  9.6％  ES 馬 Ｃ-Ａ 
174％  4.9％  ES 馬 Ｃ-Ｂ 
133％  8.0％  ES 馬 Ｃ-ＡＡ 
202％  4.1％  ES 馬 Ｃ-ＢＢ 
132％ 10.7％  ES 馬 Ｄ-Ａ 
156％ 5.7％  ES 馬 Ｄ-Ｂ 
126％  8.1％  ES 馬 Ｄ-Ｃ 
163％ 9.3％  ES 馬 Ｄ-ＡＡ 
178％ 3.1％  ES 馬 Ｄ-ＢＢ 
157％  8.3％  ES 馬 Ｄ-ＣＣ 
197％  7.3％  ES 馬 Ｅ-Ａ 
254％ 11.5%  ES 馬 Ｅ-Ｂ 
208％  4.3％  ES 馬 Ｅ-ＡＡ 
267％ 10.2%  ES 馬 Ｅ-ＢＢ 
このような感じです、１レース多いと３頭おりますが 
ＥＳ馬全ての単勝を買うと、過去３年で回収１１５％前後 
４番人気以下ならもっと上がります。 
 
１番人気を買うと・・・・その分年間トータルで損をすることもデータとして

ありますので、なるべく注意してください。 
 
また、これはお願いですが 
オッズを崩して利用者全員共倒れは一番最悪の結果になりますから 
単勝１００倍のＥＳ馬に何十万も投資するとか、それはお止め下さい。 
結果として、それをやった人も勝てなくはずです。 



 
 
最後に、不出現表 
これは最近では親しみがあると思いますが、期待値を考える為につけました。 
↑の表を見ると、指数１位は東京で過去１０連敗が最大で 
開催が終わった時点で２敗していると、これが後８敗した日には 
張りついて馬券買う人もいると思います、そういう表です＾＾； 
 
当然、前日配布のＰＤＦですから 
リアルタイムでの集計は使用者がやることになりますが 
開催が終わった時点で戦略を立てるには良いデータ表になってると思います。 
↑、指数３位が 1.2.3 着にもなってないのは過去１１回がＭＡＸ 
今８連続で出現してませんから、そろそろ指数３位は熱いといえますよね。 
 
ただ、これは無理に使わないでも問題ありません。 
 
基本的には指数+騎手の成績がスタンダードな部分で 
そこにテン乗りを加えてみたりするという形が一番です。 
 
もちろんＥＸ馬は年間通せば一番強烈ですから、的中率を気にしない人は 
狙い続けてほしいなと思います。 
 
 



・ＰＤＦを便利に使う・ 

 
上記のように、矢印の先にある「しおり」ボタンを押すことで 
各レースへの一覧を表示することができます。 
ですから、ここから予想に使うレースを選びクリックして表示させ 
その後、もう１度「しおり」を押してこのメニューを消しましょう。 
 
※表示させ続けていると肝心の新聞部分が縮小されて見にくくなる場合がある

為 
 
 
 
 



・追記・ 
 
ＥＳ馬について、オッズ崩壊が怖いと書きましたが 
別に単勝だけで買う必要はありません。 
 
馬単総流し、配当均等計算で買うなら単勝と同じ計算になります。 
（注：誤差はありますが） 
 
もちろん３連単で狙うのもいいですし、面倒なら単勝がベストですが 
相手が絞れるなら馬単で８点ぐらい買って、多少的中率が落ちたところで 
上手くいけば回収率は単勝買いより高くなることもあるでしょう。 
 
 
このＥＳ馬に関しては、利用者全員で守っていければなと思っております。 
 
明らかに投票がおかしなことになって、儲からなくなったら 
きっぱりこの新聞は廃刊させようとも思っていますので 
できれば、ご協力をいただけると嬉しく思います。 
 
 
 
質問に関してはメールで、いつでもお受付しております。 
 
それでは 


